
セグメント情報の開示拡大について 

 

 現在、開示すべきセグメント情報については、財務諸表附属明細書において「国立大学

法人会計基準」に従い、大学病院、教育学部附属学校及びその他の区分で公表しており

ます。 

 令和元年 9 月（平成 30 年度分）に、本学の会計マネジメント改革推進を目的として

セグメント情報の開示拡大を検討し、学部・研究科等を加えたセグメント情報を試行的に

ホームページに公表しました。今年も昨年に引き続き、令和元年度分のセグメント情報とし

て、例年作成している『財務諸表の概説』の公表に合わせて試行的開示を行うこととしまし

た。 

 ステークホルダーの皆様への「見える化」の取組として、本学の予算管理単位である学部・

研究科等をセグメントとして、損益計算書及び主な帰属資産を公表しております。 

 なお、開示した大学病院及び附属学校以外のセグメントの区分及び数値の計上方法に

ついては、「国立大学法人会計基準」において明確化されていないため、他大学等との統

一性が無く比較できない等、様々なご意見等あるかと思いますが、それらを踏まえまして今

後の検討材料とさせていただく予定です。 

 また併せまして、財務情報のみではなく非財務情報として令和元年度のセグメント別（学

部・研究科・附属病院・附属学校・その他）の教育研究等の成果・実績等を記載し、より

本学の状況を理解しやすい形で開示しております。 

 今回、開示された情報が、学外・学内問わず、様々な議論の基礎として活用されることを

希望する次第です。 

 

令和 2年９月 

国立大学法人鹿児島大学 

 理事（財務・施設担当） 山木 宏明 



令和元年度　鹿児島大学セグメント情報の詳細について

（単位：千円）

業務費用

業務費

教育経費 214,978 131,616 96,121 104,735 163,636

研究経費 34,436 40,287 - 20,263 37,407

診療経費 - - - - -

教育研究支援経費 - - - - -

受託研究費 406 - - - 8,582

共同研究費 1,932 728 - - 598

受託事業費 1,117 4,911 1,580 2,957 4,376

人件費（注１） 1,077,521 997,689 872,891 4,788 573,265

一般管理費 14,347 36,959 2,074 13,908 13,146

財務費用 36 - - 101 46

雑損 - - - - -

小　　　計 1,344,775 1,212,193 972,668 146,754 801,059

業務収益

運営費交付金収益 969,046 836,827 761,958 46 512,740

学生納付金収益 1,071,421 607,321 11,131 457,739 729,158

附属病院収益 - - - - -

受託研究収益 525 - - - 9,449

共同研究収益 1,982 767 - - 703

受託事業等収益 1,117 4,911 1,580 2,997 4,574

補助金等収益 - - - - -

寄附金収益 15,836 12,251 6,523 373 11,853

施設費収益 - - - - -

財務収益 - - - - -

資産見返負債戻入 5,923 35,467 9,280 3,011 12,576

雑益 17,287 11,420 5,087 299 9,619

小　　　計 2,083,139 1,508,966 795,562 464,466 1,290,676

業務損益 738,363 296,772 △ 177,105 317,711 489,616

土地 - 11,279,712 1,240,000 - 1,411,224

建物 925,687 1,162,522 1,035,683 863,407 871,813

構築物 8,564 99,887 84,890 2,067 40,930

工具器具備品 13,252 17,281 8,493 6,664 17,734

船舶 - 0 - - -

その他 16,444 12,306 2,046 5,110 12,791

帰属資産 963,949 12,571,710 2,371,113 877,250 2,354,494

（注１）人件費については各所属にて計上しておりますが、附属病院及び附属学校については会計基準及び実
務指針に従い勤務実態に応じた補正を行っております（実務指針Ｑ７６－１）。

医学部・
保健学研究科

区　　分
法文学部・

人文社会科学研究科
教育学部・
教育学研究科

教育学部附属学校 理学部
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令和元年度　鹿児島大学セグメント情報の詳細について

業務費用

業務費

教育経費

研究経費

診療経費

教育研究支援経費

受託研究費

共同研究費

受託事業費

人件費（注１）

一般管理費

財務費用

雑損

小　　　計

業務収益

運営費交付金収益

学生納付金収益

附属病院収益

受託研究収益

共同研究収益

受託事業等収益

補助金等収益

寄附金収益

施設費収益

財務収益

資産見返負債戻入

雑益

小　　　計

業務損益

土地

建物

構築物

工具器具備品

船舶

その他

帰属資産

区　　分

（単位：千円）

39,391 243,916 280,834 225,314 347,722

1,565 16,662 55,191 46,227 112,434

- - - - -

- - - - -

- - 41,137 13,538 69,676

- - 85,904 26,252 68,419

1,137 - 15,649 15,713 7,638

1,543 10,121 1,019,594 921,039 721,553

4,387 45,252 4,156 24,384 1,447

- 484 1 - 83

- - - - -

48,024 316,437 1,502,469 1,272,471 1,328,976

- 35,900 871,246 846,922 553,488

174,022 1,140,857 543,199 366,883 117,327

- - - - -

- - 47,860 11,547 72,279

- - 87,372 22,847 71,581

1,155 - 15,669 16,180 8,262

- - 3,054 - 68,863

237 9,709 25,746 13,817 20,826

- - - - -

- 0 1 - -

2,629 21,614 33,289 18,523 125,489

3,671 1,852 82,795 9,563 258,263

181,715 1,209,935 1,710,236 1,306,285 1,296,381

133,691 893,498 207,766 33,813 △ 32,594

211,101 - 25,025,524 5,760,400 -

106,154 3,684,030 1,691,799 993,668 2,268,689

1,027 160,250 136,901 69,643 69,420

1,069 111,337 52,272 67,939 164,326

- - - 2,071,187 -

1,128 16,079 49,811 38,932 69,470

320,480 3,971,697 26,956,308 9,001,771 2,571,905

（注１）人件費については各所属にて計上しておりますが、附属病院及び附属学校については会計基準及び実
務指針に従い勤務実態に応じた補正を行っております（実務指針Ｑ７６－１）。

歯学部 工学部 農学部 水産学部
共同獣医学部・
共同獣医学研究科
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令和元年度　鹿児島大学セグメント情報の詳細について

業務費用

業務費

教育経費

研究経費

診療経費

教育研究支援経費

受託研究費

共同研究費

受託事業費

人件費（注１）

一般管理費

財務費用

雑損

小　　　計

業務収益

運営費交付金収益

学生納付金収益

附属病院収益

受託研究収益

共同研究収益

受託事業等収益

補助金等収益

寄附金収益

施設費収益

財務収益

資産見返負債戻入

雑益

小　　　計

業務損益

土地

建物

構築物

工具器具備品

船舶

その他

帰属資産

区　　分

（単位：千円）

35,768 128,923 31,337 154,516 13,292

118,697 227,143 2,531 850,756 4,398

16,677,080 - - - -

- - - - -

114,233 219,168 - 381,066 -

34,318 80,057 - 50,402 -

66,995 8,899 940 4,543 -

11,337,614 2,279,697 855 2,664,132 107,710

125,664 13,695 29 40,989 492

98,678 - - 80 -

39 - - - -

28,609,090 2,957,586 35,694 4,146,488 125,894

3,528,499 2,017,700 14,847 2,016,125 91,190

- 406,124 73,353 164,122 20,113

24,767,230 - - - -

132,958 241,604 - 414,382 -

35,558 84,781 - 49,997 -

70,549 8,899 1,348 4,329 -

86,832 8,303 - 19,953 -

61,271 78,770 - 824,666 1,338

51,736 - - 74,698 -

- - - - -

194,833 55,777 4 148,276 -

234,487 55,885 - 93,117 2,906

29,163,958 2,957,847 89,554 3,809,667 115,548

554,867 261 53,859 △ 336,821 △ 10,345

3,428,202 - - 1,271,404 -

16,178,078 2,757 - 3,771,008 -

608,339 0 - 44,893 -

7,154,659 160,195 142 429,792 0

- - - - -

5,674,157 97,877 8,178 49,595 885

33,043,437 260,830 8,320 5,566,694 885

（注１）人件費については各所属にて計上しておりますが、附属病院及び附属学校については会計基準及び実
務指針に従い勤務実態に応じた補正を行っております（実務指針Ｑ７６－１）。

鹿児島大学病院 理工学研究科 農林水産学研究科 医歯学総合研究科 臨床心理学研究科
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令和元年度　鹿児島大学セグメント情報の詳細について

業務費用

業務費

教育経費

研究経費

診療経費

教育研究支援経費

受託研究費

共同研究費

受託事業費

人件費（注１）

一般管理費

財務費用

雑損

小　　　計

業務収益

運営費交付金収益

学生納付金収益

附属病院収益

受託研究収益

共同研究収益

受託事業等収益

補助金等収益

寄附金収益

施設費収益

財務収益

資産見返負債戻入

雑益

小　　　計

業務損益

土地

建物

構築物

工具器具備品

船舶

その他

帰属資産

区　　分

（単位：千円）

高等教育
研究開発センター

共通教育センター アドミッションセンター

176,955 - 37,949 157,901 7,013

21,561 - 363 17,893 -

- - - - -

- - - - -

650 - 167 - -

- - - 671 -

1,056 1,527 - - -

26,959 - 62,032 436,532 18,390

5,904 - 1,381 1,432 64

- - - - -

- - - - -

233,088 1,527 101,893 614,431 25,468

37,637 - 87,623 340,798 17,404

44,032 - - 93 -

- - - - -

- - 175 - -

- - - 759 -

812 1,273 - - -

- - - - -

227 - - 2,283 230

- - - 107,140 -

- - - - -

4,400 - 1,013 24,088 557

237 - 645 17,205 -

87,348 1,273 89,456 492,369 18,192

△ 145,739 △ 254 △ 12,436 △ 122,061 △ 7,275

- - - - -

38,055 0 - 1,792,932 -

0 - - 63,775 -

10,373 669 - 39,595 1,117

- - - - -

846 - 6,125 1,627 -

49,274 669 6,125 1,897,930 1,117

（注１）人件費については各所属にて計上しておりますが、附属病院及び附属学校については会計基準及び実
務指針に従い勤務実態に応じた補正を行っております（実務指針Ｑ７６－１）。

その他
連合農学研究科 連合獣医学研究科
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令和元年度　鹿児島大学セグメント情報の詳細について

業務費用

業務費

教育経費

研究経費

診療経費

教育研究支援経費

受託研究費

共同研究費

受託事業費

人件費（注１）

一般管理費

財務費用

雑損

小　　　計

業務収益

運営費交付金収益

学生納付金収益

附属病院収益

受託研究収益

共同研究収益

受託事業等収益

補助金等収益

寄附金収益

施設費収益

財務収益

資産見返負債戻入

雑益

小　　　計

業務損益

土地

建物

構築物

工具器具備品

船舶

その他

帰属資産

区　　分

（単位：千円）

グローバルセンター
医用ﾐﾆﾌﾞﾀ・先端医療
開発研究センター

研究支援センター
国際島嶼

教育研究センター
産学・地域
共創センター

39,681 22 11,695 405 5,967

1,825 16,347 74,974 17,709 48,445

- - - - -

- - - - -

- 48 4,989 1,715 35,194

- 8,161 1,991 641 7,060

- - 1,824 - -

84,457 72,827 118,817 51,565 99,830

319 - - 245 454

- - - - -

- - - - -

126,283 97,406 214,293 72,282 196,953

37,081 64,752 90,331 49,919 71,279

- - - - -

- - - - -

- - - 1,797 1,000

- 9,325 - 670 9,221

- - 1,621 - -

22,500 - - - 12,550

296 12,461 11,183 154 1,064

- - - - -

- - - - -

11 3,305 5,940 665 6,867

1,362 5,488 9,856 3,492 45,815

61,251 95,333 118,933 56,698 147,798

△ 65,032 △ 2,073 △ 95,360 △ 15,584 △ 49,154

- - 95,955 - -

- - 236,580 2,278 285,911

- - 714 - 1,065

656 5,120 22,378 2,871 8,008

- - - - -

- 7,107 301 1,797 229,523

656 12,228 355,930 6,947 524,508

（注１）人件費については各所属にて計上しておりますが、附属病院及び附属学校については会計基準及び実
務指針に従い勤務実態に応じた補正を行っております（実務指針Ｑ７６－１）。

その他
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令和元年度　鹿児島大学セグメント情報の詳細について

業務費用

業務費

教育経費

研究経費

診療経費

教育研究支援経費

受託研究費

共同研究費

受託事業費

人件費（注１）

一般管理費

財務費用

雑損

小　　　計

業務収益

運営費交付金収益

学生納付金収益

附属病院収益

受託研究収益

共同研究収益

受託事業等収益

補助金等収益

寄附金収益

施設費収益

財務収益

資産見返負債戻入

雑益

小　　　計

業務損益

土地

建物

構築物

工具器具備品

船舶

その他

帰属資産

区　　分

（単位：千円）

地震火山
地域防災センター

司法政策
教育研究センター

ヒトレトロウイルス学
共同研究センター

附属図書館 保健管理センター

402 9,792 63 35 19,033

46,760 1,002 52,721 37,864 541

- - - - -

- - - 281,365 -

11,404 - 20,354 41,105 -

9,187 - 3,820 10,667 -

3,712 - - 1,317 -

38,173 2,635 68,804 197,820 67,998

- - 2 150 1

- - 71 155 -

- - - - -

109,640 13,431 145,838 570,483 87,575

38,855 - 103,879 151,262 50,236

- - - - -

- - - - -

12,455 - 23,029 - -

10,484 - 5,679 - -

3,712 - - - -

- - - - -

2,714 257 2,243 7,788 -

- - - - -

- - - - -

12,342 415 6,118 70,180 4,883

1,632 210 1,770 749 -

82,198 883 142,719 229,980 55,119

△ 27,442 △ 12,548 △ 3,119 △ 340,502 △ 32,455

625 - - 50,033 -

30,246 - - 676,473 102,419

44 - - 1,797 1,111

23,912 1,929 25,589 30,422 10,210

- - - - -

26 - 514 4,665,480 334

54,855 1,929 26,104 5,424,208 114,075

（注１）人件費については各所属にて計上しておりますが、附属病院及び附属学校については会計基準及び実
務指針に従い勤務実態に応じた補正を行っております（実務指針Ｑ７６－１）。

その他
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令和元年度　鹿児島大学セグメント情報の詳細について

業務費用

業務費

教育経費

研究経費

診療経費

教育研究支援経費

受託研究費

共同研究費

受託事業費

人件費（注１）

一般管理費

財務費用

雑損

小　　　計

業務収益

運営費交付金収益

学生納付金収益

附属病院収益

受託研究収益

共同研究収益

受託事業等収益

補助金等収益

寄附金収益

施設費収益

財務収益

資産見返負債戻入

雑益

小　　　計

業務損益

土地

建物

構築物

工具器具備品

船舶

その他

帰属資産

区　　分

（単位：千円）

稲盛アカデミー 総合研究博物館
学術情報基盤セン

ター
埋蔵文化財
調査センター

環境安全センター

15,998 125 48,421 79 0

5,029 13,819 3,409 5,884 16,289

- - - - -

- - 133,314 - -

- 543 - - -

- 3,792 519 - -

- - - - -

29,745 41,608 62,644 25,639 5,823

- - - - -

- - 2,730 - -

- - - - -

50,773 59,888 251,040 31,602 22,114

14,119 27,975 52,668 16,698 5,257

- - - - -

- - - - -

- 783 - - -

- 3,974 544 - -

- - - - -

- - - - -

24,765 594 494 210 11

- - - - -

- - - - -

5,482 298 5,084 281 838

2,539 667 151 2,520 -

46,907 34,293 58,943 19,709 6,107

△ 3,866 △ 25,595 △ 192,097 △ 11,892 △ 16,006

- - - - -

155,473 14,291 198,492 - -

4,549 30 1,261 - -

1,121 0 174,375 1,617 1,176

- - - - -

160 14,832 1,171 0 -

161,304 29,154 375,301 1,618 1,176

（注１）人件費については各所属にて計上しておりますが、附属病院及び附属学校については会計基準及び実
務指針に従い勤務実態に応じた補正を行っております（実務指針Ｑ７６－１）。

その他
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令和元年度　鹿児島大学セグメント情報の詳細について

業務費用

業務費

教育経費

研究経費

診療経費

教育研究支援経費

受託研究費

共同研究費

受託事業費

人件費（注１）

一般管理費

財務費用

雑損

小　　　計

業務収益

運営費交付金収益

学生納付金収益

附属病院収益

受託研究収益

共同研究収益

受託事業等収益

補助金等収益

寄附金収益

施設費収益

財務収益

資産見返負債戻入

雑益

小　　　計

業務損益

土地

建物

構築物

工具器具備品

船舶

その他

帰属資産

区　　分

（単位：千円）

北米教育研究セン
ター

事務局 法人共通

2,500 336,355 - 3,082,508

- 34,084 - 1,984,534

- - - 16,677,080

1,011 346 - 416,037

- - - 963,983

- 576 - 395,705

- 980 - 146,879

1,477 1,882,847 - 25,986,651

- 585,723 - 936,618

- 325 - 102,796

- - - 39

4,988 2,841,239 - 50,692,836

- 1,552,396 - 15,866,719

- - - 5,926,901

- - - 24,767,230

- - - 969,848

- - - 396,249

- 980 - 149,976

- 23,515 - 245,571

- 82,376 - 1,232,582

- 77,734 - 311,309

- 10,849 - 10,852

- 112,560 - 932,032

- 260,747 - 1,141,346

- 2,121,159 - 51,950,621

△ 4,988 △ 720,080 - 1,257,785

- 3,565,229 - 53,339,412

- 3,368,651 - 40,457,110

- 200,086 - 1,601,252

- 90,526 - 8,656,833

- 0 - 2,071,187

0 660,675 21,400,904 33,046,244

0 7,885,168 21,400,904 139,172,040

（注１）人件費については各所属にて計上しておりますが、附属病院及び附属学校については会計基準及び実
務指針に従い勤務実態に応じた補正を行っております（実務指針Ｑ７６－１）。

その他
合　計
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令和元年度　鹿児島大学セグメント情報の詳細について

業務費用

業務費

教育経費

研究経費

診療経費

教育研究支援経費

受託研究費

共同研究費

受託事業費

人件費（注１）

一般管理費

財務費用

雑損

小　　　計

業務収益

運営費交付金収益

学生納付金収益

附属病院収益

受託研究収益

共同研究収益

受託事業等収益

補助金等収益

寄附金収益

施設費収益

財務収益

資産見返負債戻入

雑益

小　　　計

業務損益

土地

建物

構築物

工具器具備品

船舶

その他

帰属資産

区　　分

（単位：千円）

理学部 工学部 理工学研究科 理工学系合計

104,735 243,916 128,923 477,574

20,263 16,662 227,143 264,069

- - - -

- - - -

- - 219,168 219,168

- - 80,057 80,057

2,957 - 8,899 11,857

4,788 10,121 2,279,697 2,294,607

13,908 45,252 13,695 72,857

101 484 - 586

- - - -

146,754 316,437 2,957,586 3,420,778

46 35,900 2,017,700 2,053,647

457,739 1,140,857 406,124 2,004,721

- - - -

- - 241,604 241,604

- - 84,781 84,781

2,997 - 8,899 11,897

- - 8,303 8,303

373 9,709 78,770 88,853

- - - -

- 0 - 0

3,011 21,614 55,777 80,403

299 1,852 55,885 58,036

464,466 1,209,935 2,957,847 4,632,249

317,711 893,498 261 1,211,471

- - - -

863,407 3,684,030 2,757 4,550,195

2,067 160,250 0 162,318

6,664 111,337 160,195 278,197

- - - -

5,110 16,079 97,877 119,067

877,250 3,971,697 260,830 5,109,779

（参考再掲）理工学系

（注１）人件費については各所属にて計上しておりますが、附属病院及び附属学校については会計基準及び実
務指針に従い勤務実態に応じた補正を行っております（実務指針Ｑ７６－１）。
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令和元年度　鹿児島大学セグメント情報の詳細について

業務費用

業務費

教育経費

研究経費

診療経費

教育研究支援経費

受託研究費

共同研究費

受託事業費

人件費（注１）

一般管理費

財務費用

雑損

小　　　計

業務収益

運営費交付金収益

学生納付金収益

附属病院収益

受託研究収益

共同研究収益

受託事業等収益

補助金等収益

寄附金収益

施設費収益

財務収益

資産見返負債戻入

雑益

小　　　計

業務損益

土地

建物

構築物

工具器具備品

船舶

その他

帰属資産

区　　分

（単位：千円）

医学部・
保健学研究科

歯学部 医歯学総合研究科 医歯学系合計

163,636 39,391 154,516 357,544

37,407 1,565 850,756 889,729

- - - -

- - - -

8,582 - 381,066 389,649

598 - 50,402 51,001

4,376 1,137 4,543 10,056

573,265 1,543 2,664,132 3,238,941

13,146 4,387 40,989 58,523

46 - 80 127

- - - -

801,059 48,024 4,146,488 4,995,573

512,740 - 2,016,125 2,528,865

729,158 174,022 164,122 1,067,303

- - - -

9,449 - 414,382 423,832

703 - 49,997 50,700

4,574 1,155 4,329 10,058

- - 19,953 19,953

11,853 237 824,666 836,757

- - 74,698 74,698

- - - -

12,576 2,629 148,276 163,482

9,619 3,671 93,117 106,407

1,290,676 181,715 3,809,667 5,282,059

489,616 133,691 △ 336,821 286,486

1,411,224 211,101 1,271,404 2,893,730

871,813 106,154 3,771,008 4,748,976

40,930 1,027 44,893 86,850

17,734 1,069 429,792 448,595

- - - -

12,791 1,128 49,595 63,515

2,354,494 320,480 5,566,694 8,241,669

（参考再掲）医歯学系

（注１）人件費については各所属にて計上しておりますが、附属病院及び附属学校については会計基準及び実
務指針に従い勤務実態に応じた補正を行っております（実務指針Ｑ７６－１）。

10



令和元年度　鹿児島大学セグメント情報の詳細について

業務費用

業務費

教育経費

研究経費

診療経費

教育研究支援経費

受託研究費

共同研究費

受託事業費

人件費（注１）

一般管理費

財務費用

雑損

小　　　計

業務収益

運営費交付金収益

学生納付金収益

附属病院収益

受託研究収益

共同研究収益

受託事業等収益

補助金等収益

寄附金収益

施設費収益

財務収益

資産見返負債戻入

雑益

小　　　計

業務損益

土地

建物

構築物

工具器具備品

船舶

その他

帰属資産

区　　分

（単位：千円）

農学部 水産学部
共同獣医学部・
共同獣医学研究科

農林水産学研究科 農水産獣医学系合計

280,834 225,314 347,722 31,337 885,209

55,191 46,227 112,434 2,531 216,384

- - - - -

- - - - -

41,137 13,538 69,676 - 124,352

85,904 26,252 68,419 - 180,577

15,649 15,713 7,638 940 39,941

1,019,594 921,039 721,553 855 2,663,043

4,156 24,384 1,447 29 30,017

1 - 83 - 85

- - - - -

1,502,469 1,272,471 1,328,976 35,694 4,139,612

871,246 846,922 553,488 14,847 2,286,505

543,199 366,883 117,327 73,353 1,100,763

- - - - -

47,860 11,547 72,279 - 131,687

87,372 22,847 71,581 - 181,801

15,669 16,180 8,262 1,348 41,461

3,054 - 68,863 - 71,917

25,746 13,817 20,826 - 60,390

- - - - -

1 - - - 1

33,289 18,523 125,489 4 177,307

82,795 9,563 258,263 - 350,621

1,710,236 1,306,285 1,296,381 89,554 4,402,457

207,766 33,813 △ 32,594 53,859 262,844

25,025,524 5,760,400 - - 30,785,924

1,691,799 993,668 2,268,689 - 4,954,157

136,901 69,643 69,420 - 275,965

52,272 67,939 164,326 142 284,680

- 2,071,187 - - 2,071,187

49,811 38,932 69,470 8,178 166,391

26,956,308 9,001,771 2,571,905 8,320 38,538,306

（参考再掲）農水産獣医学系

（注１）人件費については各所属にて計上しておりますが、附属病院及び附属学校については会計基準及び実
務指針に従い勤務実態に応じた補正を行っております（実務指針Ｑ７６－１）。
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※学部・研究科・附属病院・附属学校・その他セグメントにおける成果・実績等を記載

法文学部・人文社会科学研究科
■法文学部改組後の取組

教育学部・教育学研究科
■教育学部の改革に向けた取組

教育学部附属学校
■ICTを活用した遠隔授業の実施

■インクルーシブ教育に関する継続的な取組

■教員研修の積極的受入れと講師派遣

理学部
■理学部の改革に向けた取組

医学部・保健学研究科
■アクティブ・ラーニング型授業の拡充

　教育学部・附属学校園ICT活用委員会を開催し、附属学校園として整備するプログラミング教育機器について検
討を行った。ICT教育に関する取組では、台北教育大学等との交流授業（附属小、附属中）を実施したほか、附属
小学校では、プログラミング教育に関する授業公開を公開研究会等において実施した。また、附属特別支援学校
では、教員免許状更新講習において、特別支援教育のICT活用についての科目を開講し、県内外18名が受講し
た。

　附属小学校では、学部と連携した相談体制を確立し、保護者や担任とスクールカウンセラーとの相談会を37回
実施した。附属中学校では、「生徒サポート」の担当教諭と担任を中心とした連携を高めながら、個々の生徒が抱
える様々な困難の解消に努めた。附属特別支援学校では、附属小学校と協働した特別支援教育スキルアップセミ
ナーを実施し、県内の小中学校等から47名の教諭の参加があり、附属小学校の授業実践を基に、具体的な指
導・支援の在り方について協議した。

　現職教員研修を各附属学校園で受け入れているが、附属中学校では、平成31年度から「附属ブラッシュアップ
セミナー（FBS）」として随時受入を実施することにしたところ、122回延べ230名の教員を受け入れ、鹿児島県にお
ける現職教員の研修の推進に寄与した。このほか、各学校等からの依頼を受けて、各附属学校園教員を講師とし
て派遣した。

令和元年度の主な教育研究等の成果・実績等

　教育学部については、教員就職率を向上し質の高い教員を輩出するため、入試改革（教員志望の高い学生受
入れのため、一般入試にも面接を導入）、カリキュラム・実習改革（複数免許取得カリキュラムモデルの明示等）、
組織改革（教員需要を踏まえた入学定員の見直し、特別支援教育教員養成課程のコース化等）を令和２年度に実
施することとした。

　法文学部では、改組３年目を迎えた新法文学部の理念と教育プログラムについて検証を行い、全学部生必修の
法文スタンダード科目の開設方法の改善を行うとともに、選択必修である法文アドバンスト科目の開設科目の見
直し等を実施し、より効果的で効率的なカリキュラム編成を行った。こうした理念や教育プログラムを更に周知する
ための広報活動として、ホームページのコンテンツを更新してゼミを中心とした教育活動や在学生の活躍等の記
事を充実させるとともに、韓国語ページを作成した。
 人文社会科学研究科においては、教育プログラムを見直し、国際化の促進とアジア地域との連携強化を目的とし
て、英語による授業のみで構成される「地域開発教育コース」を平成31年度後期に開設し、２名の入学者を迎え
た。

　学科縦割を解消し、基礎科学に立脚した５つの教育プログラムを設置するとともに、多様な科学的問題に対応で
きる幅広い課題探求能力を育成するため、既存４学科を１学科５プログラムに令和２年度から再編成することとし
た。

医学部では見学型からより能動的な診療参加型実習を推進しており、参加型臨床実習の充実を目的として2020
年1月から4年次学生によるカルテ記載を実施している。また、臨床実習に加えて自主研究においてはe-ポート
フォリオを活用した形成的評価を実施するとともに研究成果の発表会を行い、アクティブ・ラーニング型授業として
の十分な成果を挙げられたことを確認した。
保健学研究科についても授業評価にアクティブ・ラーニングに関する設問を設け、FD委員会と連携して集計を行
い、検証した。

12



歯学部
■歯学部IR室に関する取組

工学部
■工学部の改革に向けた取組

農学部
■農学部附属高隈演習林に関する取組

水産学部
■水産学部附属練習船「かごしま丸」に関する取組

■三島村・鬼界カルデラジオパークを活用した教育「地球（ジオ）科」の開 発研究

共同獣医学部・共同獣医学研究科
■共同獣医学部の国際認証取得

■国際水準の卓越した研究の推進

鹿児島大学病院
■臨床研究体制の整備

　他大学からの受入計画人数（延べ利用人数550名）に対する達成率を100%以上とすることを目標としたKPI(a)は
91.8%（505名）。文系分野利用率を平成31年度以降は20%以上、最終年度（令和５年度）までに25%以上にすること
を目標とするKPI(b)は46.2％であった。なお、新型コロナウイルス対策のために３月の実習受入を中止したことによ
り、利用者数が60名減少したが、学生の健康と安全を最優先とした。なお、第１期の評価指数に準じた他大学の
利用率は29.9％であり、目標値を上回った。

　平成31年度は、臨床研究管理センターに特任職員を更に増員し、体制強化を図るとともに特定臨床研究に係る
標準業務手順書の整備及び臨床研究法に規定された複雑な手続きを細分化し、ホームページ上に公開し、研究
者がより円滑に特定臨床研究を実施できるように支援体制を整備した。

　学科縦割構造を解消し、工学基盤力修得を促すカリキュラムを改編するため、既存７学科をイノベーション創出
型と文理統合型の２学科７プログラムに令和２年度から再編成することとした。

　水産学部附属練習船南星丸と産学・地域共創センターは、「三島村・鬼界カルデラジオパークを活用した教育
「地球（ジオ）科」の開発研究」として、三島村と共同研究を行っている。平成31年度は三島村立竹島小・中学校の
児童生徒を対象に「海上からジオを学ぶ」と題した乗船実習を実施した。この事業成果は、日本ジオパーク委員会
による三島村・鬼界カルデラジオパークの再認定評価に大きく貢献した。

令和元年度より、歯学部IR室に担当者を複数配置して、入試改革を進めるために、入試に関する情報を収集し、
解析を行った。また、歯学部構成員の業績管理システムを構築して、業績の管理を開始した。

　獣医学教育において、平成31年度に、本学共同獣医学部及び山口大学共同獣医学部が、獣医学教育の国際
的な第三者評価機関である欧州獣医学教育機関協会（EAEVE）による認証を取得した。この認証取得は、本学共
同獣医学部が、欧州における獣医学教育機関としての水準に達しているとアジアで初めて認定されたものであり、
昨今国際的にボーダーレス化が進んでいる疾病の制御や食の安全に関わる獣医師の養成機関として、畜産県で
ある鹿児島がアジアにおける獣医学教育改革を牽引している取組である。

　先進的感染制御（人獣共通感染症等）では、７月25日に宮崎大学、東京農工大学、鳥取大学、鹿児島大学に北
海道大学、岐阜大学、麻布大学を加えた７大学での防疫コンソーシアムシンポジウムを開催し、また８月６日に第
９回市民公開講座を実施して豚熱等について周知した。

　平成31年度は、利用大学・研究科数19（本学法文学部、研究科熱帯水産学国際連携履修プログラム（ILP)参加
のアジア諸国５大学研究科を含む）、共同利用航海日数 73日(年間航海日数比 42.2％）と、平成31年度の共同利
用計画（利用大学10、利用日数42日）と文部科学省の拠点認定要件（年間航海日数の２割程度の共同利用）のい
ずれも凌駕する実績を残すことができた。また、かごしま丸が教育関係共同利用拠点として再認定された（３期目：
令和２～６年度）。
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■看護職の卒後研修充実

■教育・研修委員会の設置

■がん医療に対する取組

■病院機能評価の受審

■特定機能病院としての地域貢献

理工学研究科
■理工学研究科の改革に向けた取組

■国際水準の卓越した研究の推進

農林水産学研究科
■農林水産学研究科の設置

医歯学総合研究科
■国際水準の卓越した研究の推進

　看護職の卒後研修充実のために、医学部保健学科と協働し看護職キャリアパス教育プログラムの開発に取り組
んだ。特定分野のエキスパートナース（Ｇナース）教育については、平成31年度は、新たに６分野（不妊、感染、精
神科、放射線、新生児、退院支援）を加えた９名のＧナースが認定され、計20名のＧナースが特定分野のスペシャ
リストとして、看護実践・指導に中心的な役割を担っている。

　公益財団法人日本医療機能評価機構による病院機能評価受審のための特別プロジェクトチームWGを結成し、
各項目の検討を重ね、令和２年３月「認定」の評価を受けることができた。

　大学病院は、平成31年度は、12月25日に「鹿児島県てんかん診療拠点機関」に指定、令和２年２月１日に「鹿児
島県難病診療連携拠点病院」に指定、同年３月１日に「鹿児島県アレルギー疾患医療拠点病院」に指定、同年３
月５日に「鹿児島県リハビリテーション支援センター」に指定され、県内唯一の特定機能病院として、多方面におい
て地域に貢献した。

　先進的感染制御（難治性ウイルス疾患）では、HAM研究において、中国、台湾、日本のHTLV-1関連疾患調査と
257例のウイルス全遺伝子配列を決定するとともに、HAMモデルマウスの開発を実施した。HBV研究では、HBs抗
原の産生を抑制する新規核酸誘導体を同定するとともに、その効果をHBV感染ヒト化マウスにおいて明らかにし
た。薬物動態が改善された新規アモジアキン誘導体に抗SFTSV効果を同定した。
　先進的感染制御（人獣共通感染症等）では、７月25日に宮崎大学、東京農工大学、鳥取大学、鹿児島大学に北
海道大学、岐阜大学、麻布大学を加えた７大学での防疫コンソーシアムシンポジウムを開催し、また８月６日に第
９回市民公開講座を実施して豚熱等について周知した。
　難治性がんでは、AMED革新がん事業として、がんへの遺伝子・ウイルス治療薬として独自開発したSurv.m-
CRA-1について、鹿児島大学病院で骨軟部腫瘍に対してFirst-In-Human（世界初ヒト投与）医師主導治験を実施・
終了した。

　病院全職員の教育・研修について組織的に取り組むため、令和元年11月19日付けで「鹿児島大学病院教育・研
修委員会」を設置した。本委員会において、平成30年度の研修実績や本年度の実施状況を振り返り、令和２年度
の全職員を対象とした教育・研修計画を策定するとともに、研修実績の評価方法等についても検討した。

　既存の農学研究科３専攻と水産学研究科５分野を農林資源科学、食品創成科学、環境フィールド科学、水産資
源科学の４専攻に平成31年度に再編成し、食や健康、環境保全等高度な知識を有する人材育成を目指す体制を
構築した。

　専門分野を横断した研究や実用技術の開発あるいは教育に貢献でき、スキルアップ（技能向上）あるいはスキ
ルチェンジ（技能変革）可能な人材を育成するため、既存10専攻を２専攻12プログラムに令和２年度に再編成する
こととした。

　天の川銀河研究では、VERAによる観測データを用いて天の川銀河構造に関連した論文を国際科学雑誌に発
表した。１m光赤外線望遠鏡では名古屋大学と共同開発している観測装置による分光観測とともに、赤外線カメラ
と同時観測可能な可視多色カメラの製作を進めた。また、惑星状星雲形成の初期段階についての成果や超大質
量ブラックホール周囲で惑星が形成される可能性を指摘した理論的研究成果について記者発表を行った。

　令和元年９月19日に「がんゲノム医療拠点病院」に指定された。また、平成31年度は、婦人科のみならず、消化
器外科、呼吸器外科、泌尿器科でもダヴィンチXiシステム（手術支援ロボット）手術を開始し、婦人科２種37件、消
化器外科１種１件、呼吸器外科１種25件、泌尿器科２種46件を実施した。
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臨床心理学研究科
■国際的な研究者間の交流

連合農学研究科
■国際化に向けた取組

連合獣医学研究科
■大学院共同獣医学研究科の設置に伴う発展的解消

その他：アドミッションセンター
■離島地域の志願者数拡充に向けた取組

■グローバル人材育成と多様な人材確保に対応した入学者の選抜

その他：グローバルセンター
■大学の世界展開力強化事業

■学生海外派遣を支援する外部資金の獲得

■外国人留学生の多様なニーズに応える教育カリキュラム、受入支援体制、広報の充実

その他：産学・地域共創センター
■重点領域研究の推進

　平成31年度の外国人留学生在籍数は348名となり（５月１日現在）、中期計画に掲げた2014年度実績値277名の
1.2倍（332名）を上回り、目標を達成した。

臨床心理学研究科では、エストニア国際学会で学際的な共同発表を行ったが、そのテーマを奄美での宗教心理
学的研究へと発展させ、スウェーデンの研究者と共同で、奄美大島で宗教心理学的研究に関するフィールド調査
を実施した。

学生海外派遣支援事業について、連合農学研究科長裁量経費による学生海外研修プログラムでは海外研修１名
を支援した。また研究科のホームページについて英語版を随時更新する国際的な取組を行った。

山口大学大学院連合獣医学研究科に平成2年から構成大学として参加していたが、大学院共同獣医学研究科の
設置に伴い、平成31年4月を持って発展的な解消となった。

　国内の国際バカロレア校（一条校）への訪問等募集活動を行ったほか、本学のアドミッションセンター教員が文
部科学省委託事業｢国際バカロレア国内推進体制整備事業｣の協議会委員へ就任し、IB普及・促進に係るリアル
タイムの情報修得や本学の広報を行った。

　国際化拠点整備事業費補助金「2018年度大学の世界展開力強化事業－COIL型教育を活用した米国等との大
学間交流形成支援－（タイプＡ）」に採択された「米国から鹿児島、そしてアジアへ－多極化時代の三極連携プロ
グラム」は、事業開始から２年度目を終え、計画調書で設定した平成31年度の目標値を達成し、事業を順調に遂
行した。平成30年度事業成果に対する日本学術振興会によるフォローアップ調査も、「特記すべき成果」に取組が
記載される（タイプＡ採択９校中記載６校）など評価を得た。

　食と健康では、本学教員と学外研究者で構成される黒膳研究会監修の「薩摩黒膳弁当」が全国スーパーマー
ケット協会主催「お弁当・お総菜大賞2019」の弁当部門で２位の優秀賞を受賞した。黒糖焼酎プロジェクトでは、黒
糖焼酎中に油脂成分を主体とし空腹ホルモンに相当するグレリン様物質を特定した（現在、特許手続き中）
　水では、南九州・南西諸島域共創機構産学・地域共創センターシンポジウム「湖沼の水環境問題と管理に関す
る現状と課題」など研修会・セミナーを25件行い、論文発表（11編内国際誌３編）や図書出版（「砂防学」４月発
刊）、情報発信し、その結果NHKクローズアップ現代をはじめ14件マスコミで報道された。

　平成31年度の学生海外派遣数は332名となり、新型コロナウイルス感染拡大の影響で38名が渡航中止になった
にも関わらず、中期計画に掲げた2014年度実績値264名の1.2倍（316名）を上回り、目標を達成した。

　離島地域の高校を積極的に訪問し、小規模な説明会（与論、徳之島、種子島、屋久島、沖永良部島）、大島高校
及び徳之島高校で鹿大単独説明会を開催し、学部の特徴や選抜方法等の説明、新しい入試の紹介を行った。
　また、離島高校出身者の授業料免除申請率が一般学生より２倍という水準であることを鑑み、平成31年度より
「離島高等学校出身者支援スタートアップ奨学金」制度をスタートさせ、４名に奨学金を付与した。
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■薩摩川内市との包括連携協定締結

■社会人向け教育プログラムの拡充

■大学の地域貢献度調査において本学が２回連続総合順位上位にランクイン

その他：産学・地域共創センター、事務局
■イノベーション創出支援体制の整備

その他：ヒトレトロウイルス学 共同研究センター
■ヒトレトロウイルス学共同研究センターの設置

その他：事務局
■学術的な研究プロジェクト創出に向けたURAセンターの取組

■大学院における英語による授業のみで修了可能なコースの開設
　平成31年度は大学院において英語による授業のみで修了可能なコースを開設した。
このコースの設置に当たっては、コースを設置した研究科に対してコース設置に必要な予算補助を行った。また、
英語による授業運営方法修得を目的として平成29年度より実施してきた「鹿児島大学若手教員海外語学研修制
度」も継続し、コース設置及び運営の支援を行った。結果として平成31年度には６つのコースが開設され、入学者
は、９か国より計16名であった。

　平成31年度に、大学の強み・特色を活かした学術研究を推進し、共同利用・共同研究拠点における大学間の
ネットワーク化を目指すため、鹿児島大学難治ウイルス病態制御研究センターと熊本大学エイズ学研究センター
を統合し、「ヒトレトロウイルス学共同研究センター」を４月に設置した。

　URAセンターは、新しく強みや特色となる研究分野の発掘に資する支援強化の一環として、異分野融合研究創
出を支援する研究費助成事業を開始し、複数の部局による研究チームを公募し、18件の応募から、８件の課題を
選び,それぞれに100万円の研究費を助成した。

　平成24年に締結していた「次世代エネルギーに関する協定」に基づく「竹バイオマス産業都市構想推進事業」の
ほか、文部科学省「地（知）の拠点整備事業（COC）」（平成26年度～平成30年度）における連携自治体としての地
域課題の解決や全学必修共通教育科目「大学と地域」への講師派遣等の薩摩川内市との連携実績を踏まえ、令
和元年７月に包括連携協定を締結し、更なる連携協力の強化を図った。

　各部局が開設している正規授業科目のうち、一般に開放する公開授業科目の拡充を図り、平成27年度実績156
科目・延べ受講件数627件から、平成31年度実績では213科目・延べ受講件数881件まで増加するなど、地域住
民、社会人向けのプログラムを充実させた。

　研究力強化に向けた支援活動を効果的に展開し、研究開発マネジメントの強化及び研究成果の導出等の研究
支援を推進するため、平成31年度にURAセンターと産学・地域共創センターにおける支援業務の連携推進体制を
整理した。また、特に医療領域の応用・検証に関してはヒトレトロウイルス学共同研究センタートランスレーショナ
ルリサーチ部門とも連携するなど、研究者の研究ステージに対応した支援体制の整備を推進した。

　日本経済新聞社が全国国公私立大学を対象に実施した「地域貢献度調査」において、全学横断型教育プログラ
ムの「地域人材育成プラットフォーム」の構築による「地域キャリア教育プログラム」の開発・提供、社会人向け履
修証明プログラムや地元企業からの受託研究の取組の充実などが評価され、平成29年度は748大学中の総合ラ
ンキング３位、平成31年度は755大学中10位と２回連続上位にランクインした。

①IoTを用いたサトウキビ収穫作業の効率的管理に向けた「ハーベスタ情報システム」の開発
②産業動物の輸送ストレス軽減のための革新的技術の開発
③三島村・鬼界カルデラジオパークを活用した教育「地球（ジオ）科」の開発研究
上記の取組について開発を行った。

■国立大学法人機能強化促進費事業「南九州・南西諸島域の地域課題に応える研究成果の展
開とそれを活用した社会実装による地方創生推進事業」の取組
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